
第６回事業棚卸結果表

【Aグループ】

事業名 概要 論点 結果 意見（提言）

教育委員会事業（関係負担金、事務局事
業、事務局負担金事業含む）

教育委員報酬、就学に関する
事務、少人数学級の実施協力
金

・少人数学級実施における成
果

継続 （継）少人数学級について成果を出す努力、整理に努めること

（改）対象者を明確にすること

（改）ニーズと実態の調査を行うこと

（改）事業ありきではなく、似た事業はないか確認し、無駄を省くよう努めること

（改）過去の実績を勘案し、より効果があがるよう繋げていただきたい

健康管理システム委託事業
健康診査の通知、結果管理、
予防接種券の発行処理に必
要な管理システムの保守

・システム共同化の可能性 継続
（継）蓄積データ、システムの継続性を勘案すると、共同化、システム変更は困難であ
る

（改）高血圧予防について、多くの方が予防意識が低いと判断する。予防啓発に努め
ること

（改）同じく、国、県、広域と連携しながらの取り組みに努めること

（改）定期検診等のデータから、対象者など具体的に絞った事業とするよう検討するこ
と

（改）脂質検査について、検査後各家庭からのフィードバックを検討すること

（改）結果の良しあしにかかわらず、意識付けを継続させる方法を検討すること

（改）健康管理システムと連携した取り組みを検討すること

（廃）環境面での取り組みは困難。不利益者がないのであれば廃止を検討すること

（廃）本事業での遊休農地解消は困難

（廃）町がコストをかけて実施するには規模が小さく、中途半端な事業となっている

教育力向上事業 改善を行うこと

生活習慣病予防事業 改善を行うこと

菜の花プロジェクト事業 廃止を検討すること

学力・知能検査、生き方を学
ぶ講演会、学力向上授業研究
講師招聘等

小・中学生の脂質検査、生活
習慣アンケートの実施
高血圧予防講演会の実施

菜種油を使用・回収しBDFとし
て利用するため、菜の花の栽
培者への補助、及び加工委託

・ニーズ及び実態の把握
・類似事業との重複はないか

・成果の把握、活用について
・関連事業との連携

・そもそも町の仕事か



【Ｂグループ】

事業名 概要 論点 結果 意見（提言）

（改）対象者をJAを経由する人だけとするのは不適切である

（改）他町村の取組も参考にし、連携を図るよう努めること

（改）事業設計の際には団体だけではなく、個人からも調査し町としての方向性の中で
実施すること

（改）結果の提出、分析により事業の是非を検討すること

（継）実施団体数の増加を図ること

（継）この事業をきっかけとし、町としての可能性を検討しつつ、町政全体で取り組んで
いけるよう検討すること

（改）一時的な改善は見込まれるが、効果の継続性に疑問。追加策を検討すること

（改）目標達成の早期化、効果が継続する仕組み作りを検討すること

（改）実行委員会を積極的に開催し、現状把握、見直しに努めること

（改）販路拡大につながるものはあったのか提示すること

（改）会員数の増加に努めること

（改）特化せずに観光全体を一つにまとめる組織・仕組みについて検討すること

（改）営業許可については今後の増加が見込めない。他の取り組みも検討すること

（改）事業が詰め込みすぎのように感じる。分割できるものは分割を検討すること

（民）平成２８年度から研究会は自立させること

（改）中部森林組合に任せ切るのではなく、対象者を増やす取り組み、町としての主体
的な森林管理について検討すること

（改）間伐材の販路について、１市４町で検討すること

（廃）間伐材の利用状況、その後の森林管理、長期的な見通しなど、計画の見通しが
見えない

・事業の有効性

・事務局の自立
・事業の有効性

・町としての事業の方向性
・支出金額は適正か

畜産振興事業（町有乳用牛貸付事業含
む）

改善を行うこと

間伐材搬出促進事業 改善を行うこと

環境保全型農業直接支援対策事業 継続

農地利用支援事業 改善を行うこと

グリーンツーリズム活動支援事業 改善を行うこと

優良乳用牛を育成するため優
良精液の利用促進支援

地球温暖化防止や生物多様
性保全等に効果が高い営農
活動に取り組む農業者団体に
対し、取組面積に応じた支援
を実施

連作障害の解消及び耕作放
棄地の有効利用を図るため緑
肥種子の購入補助

農業体験や民泊体験の受入
により北栄農業の魅力を知っ
ていただくため、北栄町グリー
ンツーリズム研究会へ補助
（簡易宿泊所営業許可申請費
用等）

間伐材の搬出経費に対する
補助
森林整備計画は中部森林組
合による

・成果の適正な把握
・対象は適正か
・ニーズはあるのか、またそれ
に対する町の方針

・実績が少ない


